






全身性ジストニアの多くは 10 歳未満に発症するが,分節ジストニアは思春期以後に発症,

また,部分ジストニアの好発年齢はさらに遅れる。これは,脳基底核疾患は,それぞれ固有

の発症年齢を持ち,症状がそれに規制されることを示唆している。この背景にある病態を

自験例を中心に検討した。


